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１．研究計画の概要 
(1) 琵琶湖から分離した様々な分類群（緑
藻類、珪藻類、ラン藻類）の代表的な植物プ
ランクトンに関して、最適窒素（Ｎ）リン（Ｐ）
比と実際に増殖に影響が生じるＮＰ比を培
養実験から明らかにし、琵琶湖における植物
プランクトン各種の現存量の変化や種間競
争を説明できるかどうか野外調査で検証す
る。その結果を踏まえて、琵琶湖における長
期的な植物プランクトン優占種の変遷と、Ｎ
Ｐ濃度とその比の変動との関係について見
解を示す。 
２．研究の進捗状況 
(1)  室内培養実験では、栄養を十分に与え
た培地で対数増殖期にある細胞の細胞内Ｃ
ＮＰ含量とその栄養比の測定、ならびに、Ｎ
欠乏またはＰ欠乏培地を用いたバッチ培養
で、経時的な細胞内ＣＮＰ含量の測定と、増
殖が停止したときの細胞内最小含量の測定
を実施した。 
(2) 野外調査では、プランクトン優占種の
変遷と、ＮＰ濃度とその比の変動との経時的
な関係についてのデータ採取のため施設前
の桟橋（琵琶湖南湖）を定点として実施した。
１週間に１回程度の頻度で採水を行い、検鏡
による植物プランクトン計数とクロロフィ
ル濃度の測定、フローサイトメーターによる
ピコ植物プランクトンと細菌の計数、ＰＡＭ
を用いたクロロフィル励起蛍光法による光
合成活性と電子伝達速度の測定、蛍光光度法
によるアルカリフォスファターゼ活性の測
定、オートアナライザーと分光光度計による
全Ｎ・Ｐ濃度、無機態Ｎ・Ｐ濃度の測定、炭
素窒素分析装置によるセストンＣ・Ｎ濃度の
測定を実施した。また、クロロフィル濁度計

を投入し連続自動観測を行った。 
(3)  これまでに得られた定期観測データ
からクロロフィル変動と光合成活性の変動
の同調性が見えてきており、ＮＰ濃度とその
比の変動が及ぼす影響について、特に春季
（水温上昇期）の珪藻増殖期、夏季のラン藻
増殖期、秋季の緑藻増殖期を主対象として検
討するのが適切だと判断された。今後、室内
培養実験で得られた栄養十分な時の細胞内
CNP 比と栄養枯渇時の細胞内 CNP 比と、野外
における優占植物プランクトンの細胞内 CNP
含量とその比の実測値との関係について解
析を進めていく。 
 
３．現在までの達成度 
③やや遅れている。 
（理由） 
 予定通りの野外調査を実施しているが、得
られた試料の分析とその解析が膨大な分量
となっており、培養実験と野外調査の相互検
証が十分に行えていない。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 野外データの解析を進める上で情報が
不十分となる植物プランクトンを対象とし
て追加の室内培養実験を実施する。 
(2)  野外調査については１２月頃まで行
い、試料分析を迅速に進める。室内培養によ
って得られた情報と合わせて解析し、最終報
告書のとりまとめを行う。 
(3) 試料分析が遅れ気味であるため十分な
解析ができていないが、主に緑藻類、珪藻類、
ラン藻類から構成される優占種の増殖速度
に対する NP 濃度とその比の影響について、
日照量と気温による複合的な作用を考慮す
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ることによりある程度明らかにできるもの
と考えている。ただデータを得ていない動物
プランクトンによる捕食圧が各種の現存量
に及ぼす影響について、どのように評価を行
っていくかが課題となっており、この点につ
いてはさらに検討したい。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
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